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  会員の皆様には恙なく新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。昨年の元日には能登地方の地震、羽田空港の 

飛行機事故の 2 大災害が発生しましたが、今年は平穏無事に好いお正月を迎えることができたようです。各位には今年の活動 

計画に沿って、着々と実行に移していられることと存じます。ご承知のとおり、当会員の平均年齢が既に８０歳を超えている状況、 

当会の行楽地など人混みの多い場所を訪問された場合は帰宅後の手洗い、うがいなどの励行、全員が元気溌剌であることが基本

となりますので、この一年をいかにして風邪などの病気に罹らないよう、日頃からご自分の体の健康維持管理に心掛けましょう。ご承

知のとおり、今年はこれまでにない勢いでインフルエンザが蔓延しているようなので、なおさら要注意です。 

 

 

 

 

 

1 月度定例会（１１日、土、10：00～11；30）                   出席者 21 名         （会員数  ５６名） 

① 全員で 「クラブ 松風会の歌」 を斉唱。 

② 誕生会： 1 月は 手島歩三さん、新保洋子さん、生田勝子さん、真野郁夫さん、白井久壽夫さん 

       井野昭子さん の方々です。おめでとうございます。 

③ ２月誕生の方々： 石川達雄さん、 大友百合子さん、 伊藤和子さん、 大友元春さん、 釘宮男也さん、 

            竹田由美子さん、の方々です。 おめでとうございます。 

④ 当月の余興： 1 班の担当で、全員で ボッチャ ゲームを楽しみました。優勝は１班チームでした。（末尾に写真掲載） 

⑤ 新会員、橋本さんの紹介があり、万雷の拍手で歓迎をいたしました。 

 

2．連絡事項： 

 ① ゆめクラブ茅ケ崎「茅ヶ崎老連、会報誌８３号」は 3/1 発行。届き次第配布。 

3 月定例会で昼食会（弁当）を予定しています。その際、次年度の会員継続希望の確認と会費集金の予定を連絡します。 

 ② 趣味の作品展の開催（老人福祉センター３Ｆ）2/19（水）13：00～17：00  2/20（木）9：00～17：00  2/21（金）9：00～12：00 

 ③ 1 泊バス旅行（令和 7 年 3 月 17 日（月）～18 日（火） 山梨県下部温泉 2/5 に参加者名を事務局へ届けます。 

   希望者は 2/3（月）お楽しみ会の時に、竹田が 3：00 まで待機しますので、申し込んでください。 

④ 公民館祭りに「詩吟グループ」の発表があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月度定例会（8日、土、10：00～11：30）は開催します。毎月一度の会員同士の交流の場ですので、お誘い合わ

せの上、大勢のご参加をお願いします。日頃の当会の活動について、種々ご意見もあろうかと存じますので、ご出

席の上、ご発言をお願い致します。2月の担当は2班ですので、会場の設営、など準備方よろしくお願いします。 

 

 

 

月は 

 

リレー随筆（52）                                 浦 嶋  稔 

ふ る さ と （富山） の 歴 史 探 訪 （3） 

  

極め付きの伝説として「埋蔵金伝説」がある。1587 年（天正１５年）城主佐々成政が秀吉に熊本へ転封を命

ぜられた際に、在任中に立山付近の鉱山から採掘された金、銀を 49 壺に分けて鍬崎山の麓に埋蔵したというも

の。埋蔵金額は 100 万両（約 300 億円）といわれ、今も次の里謡が芦峅寺に残されているという。「朝日さす

夕日輝く鍬崎に七つむすび七むすび黄金いっぱい光輝く」と。毎年、この伝説に夢とロマンを求めて多くの立

山登山者が今も後を絶たないと言われており、かかる北アルプスの夢とロマンに挑戦したい衝動に駆られませ

んか？ 
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（写真説明） ボッチャゲームに興じているところ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人福祉講座（1）              

 青    春              田 中 久 夫 

 今回から「老人福祉講座」を連載させていただくことにしました。老人というと、「これでおしまい」という

ニュアンスが感じられますが、まだまだ青春を謳歌できる年齢でもあります。この講座では高齢者が、よりよく

生きるためのアドバイスをさせていただこうと思っています。最初にサミエル・ウルマンの詩「青春」をお贈り

いたします。読まれた方も多いと思いますが、この講座のプロローグとして読んでください。 

青 春 の 詩 

青春とは、人生のある期間をいうのではなく、心の様相をいうのだ。優れた創造力、逞しき意志、燃ゆる情熱、 

勇猛心、冒険心、こう言うのを様相という。歳を重ねただけでは人は老いない。理想を失ったとき初めて老いが 

くる。歳月は皮膚のしわを増すが、情熱を失った時、精神はしぼむ。（省略）人は信念と共に若く、疑惑と共に

老いる。人は自信と共に若く、恐怖と共に老いる。希望のある限り若く、失望と共に老い朽ちる。大地より、神

より、人より、美と喜悦、勇気と壮大、そして偉力と霊感を受ける限り、人の若さは失われない。（省略） 

   雑 学 サ ロ ン 

○「ぼたもち」と「おはぎ」の違いは材料も製法も全く同じで、春は牡丹、秋は萩にちなんでこう呼ばれる。 

○飛行機が離着時に機内の照明を落とすのは、万が一の緊急脱出に備え、乗務員や乗客が暗闇に目を慣らしておく

為。 

○銀座を歩くと、女性が美しく見える理由は 1960年代に銀座通りの街灯を一新する際に地元商店街の人は「女性

の口紅が綺麗に見える」灯りを求めて奔走。メタルハライドランプに行きつき 1968年に採用。 

○オリンピックで史上最高齢のメダリストは１９２０年のアントワープ大会で射撃の団体に出場し銀メダルを獲得した 

  オスカー・スパンの 72歳。（2008年の法華津馬術の選手は67歳） 

○「おお牧場は緑」の原曲歌詞はスロバキア民謡で「好色な悪い領主が狩りを口実に若い娘を馬で追廻し草むらに押

し倒し・・・」という内容。（因みに、「結婚行進曲」はワーグナーのオペラ「婚礼の合唱」であるが、あらすじは、結婚し

たカップルが別れて二人とも死んでしまう） 
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